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連携すべきタイミングが計りにくい。 
 縦割り文化に慣れてしまった職員には連携という意識が希薄であり、連携することに前向きでない職員

も存在する。 
 他の職員の人物像（経歴・スキル・座右の銘・趣味等）が分からない。 

 
b.自部署での情報共有・連携の不足 

 自部署の中でも業務が縦割り化しており、他の職員の業務の把握が難しい。 
 引継ぎ書（業務マニュアル）の作成方法が統一されておらず、情報の更新もされていないため、業務の

理解に手間を要する。 
 管理職会議の資料や議事録が、紙媒体であり回覧に時間がかかる。結果として担当業務に関係する情報

が掲載されていた場合も即時の対応が難しい。 
 会議結果のみの回覧であり、管理職等から経緯や背景に関する説明がないため、学内動向や抑えておく

べきポイント等の理解が深まらない。 
 

3. 解決策の検討 
前項で挙げた課題点を解決し、職員同士も連携を取り合い、学生に対して面で支援できる体制を構築していく

最初の一歩として、私たちが検討した解決策の一つが「教職員ポータル」の充実である。既に利用している大学

も多く存在する一方、職員同士の交流に活用されている事例は少ない。私たちのチームでは、他部署の職員や業

務についても理解を深められるコンテンツを掲載することで、現場でも職員同士のリアルな交流が深まるきっか

け作りに繋げたいとの共通認識を得た。具体的には、以下のようなコンテンツを提供することで、大学全体で情

報を共有し、相互に利用できる体制を構築し職員同士の交流の活性化に繋げることを想定している。 

 

 部署ごとの事業計画書、年間スケジュール、業務担当者一覧 
 職員プロフィール（経歴・スキル・座右の銘・趣味等） 
 各職員が参加した研修報告書 
 規程関係 
 会議資料 
 文部科学省答申等 

 

4.まとめ 

以上、設定テーマを実現するための解決策の一つとして「教職員ポータルの充実」という点に焦点を絞りチー

ム内で議論を深めてきたが、注意すべきは、「教職員ポータルの充実」が直接的に「使い倒される職員」に直結

するわけではないことである。しかし、教職員ポータルのようなツールによって、教職員同士がいつでも大学全

体や他部署、他の職員の情報を入手できる環境を整えることで、今まで接点のなかった職員同士の交流なども期

待でき、日頃の業務をより幅広い視点で取り組むきっかけになる可能性は十分に考えられる。 

今後はそれぞれのメンバーが所属する大学の中で、ICT を利用した取り組みに限らず、自分たちの出来るとこ

ろから、自身のスキルアップと職員同士の連携を深める活動を発信することで、「学生から使い倒してもらえる

存在」に成長していきたい。 

以上 


